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੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

⌧ᅾは、提供会員の不足を感じていない。そもそも立ち上䛢が、ᙜ事者のおẕさんたちで必要な仕組みだという

ことで、ඣの預かりがᐩ良㔝⟶内になかったので、ඣが出たときにおẕさまが䝟ートを㎡め䛦るをᚓなかった

というヰがあったりということで、おẕさんྠኈで問題意㆑があった。それで、自分たちでඣ保育をしようというと

ころからまずは立ち上がった団体だというところがそもそもの経緯である。なので、おẕさん体の㐠Ⴀで、おẕさ

ん、ᙜ事者がまさに相互援ຓしているというⰍ合いがとてもᙉい団体である。

２ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

⏫のᗈ報、Facebook等の SNSを活用している。

（１）工夫した点

おẕさんたちの口コミが一␒ጾຊがあるので、口コミというのは、会員との関ಀをいいものにしておけばおくほど

手に口コミがᗈがるという。

（２）結果について

①提供会員の数の増加について

提供会員だけという方はᙜึからはいなくて、୧方会員でⓏ㘓されていた方が多い。そのお子さんがᡂ長し

てきて、「では、⚾、提供会員としてのⓏ㘓にኚ᭦します。」みたいなケースの方が多いので、提供会員のみ

のఙびは⦆やかだとᛮう。

②結果や会員全体への効果等について

おẕさんྠኈの口コミで活動が࿘知されていることが多いので、䜲䝯ージ的にも、ⱝい方ྠኈでやっていると

ᛮわれているケース

が⪺こえてきている。多ୡ௦で支え合える方がいいとᛮっているので、ご高齢の方につながるような手だてと

いうのは⚾たちの課題だと感じている。

３ 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

おẕさんたちの口コミが一␒ጾຊがあるので、口コミというのは、会員との関ಀをいいものにしておけばおくほど

手に口コミがᗈがるという。養ᡂ講ᗙについては、୧方会員のⱝいおẕさんたちが子育ての期間中に 24 時

間びっちり受けるのは㞴しいだろうから、受けられなかった講ᗙはまたḟに受けてくださいということでᘏ長して

いる。㏫にゝうと、それもつながり続けられるいい手ἲなのである。受けられなかった講ᗙは必ず受けていただく

ことで、つながり続けていくというᙧで、1回の講ᗙで必ず全㒊受けてくださいという䜲ンフ䜷䝯ーシ䝵ンはしていな

い。

䠐 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

多ୡ௦で支え合える方がいいとᛮっているので、ご高齢の方につながるような手だてというのは⚾たちの課題だ

と感じている。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

2年๓ぐらいからබᘧ LINEをうようになって、今は LINEでのやりとりがすごく多くなっている。ほぼ LINEであ

る。事๓㐃⤡はなるべく⚾たちもධれるようにして、「᫂日よろしくお願いします」という再確認はして、送迎をྵ

むことなど、㌴をってくれる場合は LINEをって報࿌してもらうとか、そういったやりとりはしている。

あとは Google䜹䝺ン䝎ーをっているので、Google䜹䝺ン䝎ーを共有して、サポートがあるとそこにධれていく

ようにしているので、ア䝗䝞䜲䝄ーもサ䝤リー䝎ーも、調ᩚなどを手ఏってくれている䝯ン䝞ーはみんなどこからで

もぢられるᙧになっている。

養ᡂ講ᗙに関しては、チーム䝯䜲クというか、サポーターというのは地域で子育てを応援する応援団だよ、⚾た

ちの௰間だよ、チームだよというような、チーム䛵くりの講ᗙというか、᭱ึのごㄝ᫂の中にそういうのをධれて、

そういった䝽ークシ䝵ップ的なこともྵめる時間を᭱ึにタけている。そこから講ᗙにධるようにしているので、何

かᴦしいなという気持ちになっていただけるように、᭱ึにసってᑟධしている感じである。その後は 24 時間び

っちり講ᗙをしている。

― ��� ―
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１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関との㐃ᦠについて

市のᢸᙜ課、ྠじᘓ≀にある子育て支援センターとⓎ㐩支援センター、㞄のᐩ良㔝市の་⒪機関と㐃ᦠをと

っている。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

定期的な会㆟等はではなく、㝶時、相互に㐃⤡を取り合っている。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

おẕさんとのコミ䝳ニケーシ䝵ンの㞴しさを感じる事例があり、ஙᗂඣを 4 人育てているご家庭で、ኤ方時の㣗

事、ධᾎなど、一人ではフ䜷ローが㞴しい時間帯にファミサポをって介ຓする、お手ఏいするというケースが

あった。おẕさんがいながら提供会員がධるという㞴しさ。おẕさんは提供会員がධることによって௵せてしまう

とか、そういう㞴しさがあったので、そこにはア䝗䝞䜲䝄ーが必ずධってつな䛢るというような仕組みをసっていっ

た。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

なかなか㞴しさがあったので、行ᨻの方ともつながって、そこは養育支援要家庭だったので、後䚻そういう支援

につながっていったというケースもある。なので、何かある場合には必ず行ᨻとか関ಀ機関とか、ここにはつな

䛢たいというところとは㐃ᦠしてやっていくようにしている。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して

心配な家庭に関しては、いきなり提供会員につな䛢るのはリスクが高いと感じる場合はア䝗䝞䜲䝄ーがධるよう

にしている。ア䝗䝞䜲䝄ーがᵝ子を確認して、どのようにサポートができるのかとまず⌧場の≧ἣを確認して、そ

の上で、これなら提供会員につな䛢そうだ、でもこの提供会員だと㞴しいからこの提供会員だな、といった感じ

で、スキルの高い人につな䛢ていき、ᚎ䚻にᚎ䚻にというᙧになっている。

（２）配慮が必要な家庭に対して

ዷ፬のときからつながってもらえたら⚾たちも安心だなとᛮっている。ዷ፬さんと⧅がるために、保健ᖌとの㐃

ᦠが切なので、機会あるごとにコミ䝳ニケーシ䝵ンがとれるようാきかけている。ただ個人情報の関ಀもあるか

らか、なかなか情報共有することが㞴しく感じている。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ 時௦に合わせた会員との関ಀについて

会員への㐃⤡手段として、䠨䠥䠪䠡を用している。බᘧ LINE という䜸フ䜱シ䝱ルなものなので、⚾たち事ົᒁഃか

らⓎಙするものは会員がぢられるのだが、そこに㏉事を㡬いた場合は会員がぢることはできない。㏉事をୗさった

会員と⚾たち⟶理ഃだけがぢることができるので、そこのやりとりはできるが、トーク画㠃にみんながධりれてධ

るという䜲䝯ージでは全くない。なので、ᙜ事者とのやりとりをプ䝷䜲䝧ートをᏲりながらできるᙧである。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

地域で支え合う子育てということがやはり一␒の理ᛕだとᛮう。⚾は自分が養育㔛親もやっていて、⚾は養育㔛

親もファミサポも一➽の流れの中にあるとᛮっている。こどもサポート䜅らのでやっているファミサポは、どちらかと

いうと養育ᅔ㞴にならないように予防する事ᴗだとᛮっているが、予防し切れなくて行き╔いたところに㔛親という

仕組みが必要で、それも全㒊地域の中で支え合う仕組みの一つの流れの中にあるとᛮっている。なので、⚾自

身が㔛親をやっているということを知ったファミサポの提供会員、依頼会員、୧方会員が、実㝿に㔛親の認定を受

けてくださって㔛親になってくださっていたりすることもあったりして、やはり地域で子どもを育てるのだ、Ᏺるのだ

というようなものを生み出しやすい、సりやすい✵気感をⓙで育てていきやすいのがファミサポかなとᛮっていて、

ファミサポはある意そういった受け─、子どもたちがこぼれ落ちないような受け─として、ᮏᙜに᭱後のセーフ䝔

䜱䝛ットかなとᛮっている。そのセーフ䝔䜱䝛ットで、地域にఫんでいる人たちが自分たちで相互援ຓをするのだ、

自分たちでຓけ合うのだということがᮏᙜに育っていけば、㔛親だったり一時保護だったり、そういった♫会的養

護的なものも地域でᢸえるのではないかとᛮっている。
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੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

事ᴗを開ጞして 18 年たっている。ึ期にⓏ㘓してくださった方の多くは 70 ௦後༙を迎えている。ᙜ時、講習

会には毎回 20 ྡを㉸えるような参加者がいて、クඣ付きの講習会などをすると子育て中の方もたくさん参加され

て、୧方会員も増えていたが、年䚻参加者はῶっていき、特に講習時間を 24 時間にしてからは参加者が 10 ྡ

以ୗとなることが増えてきた。♫会のኚでᑵ労する方が増え、時間的にも気持ち的にもవ⿱のある方が少なく

なってきた背景もあるとᛮう。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

㏆年、送迎の依頼が増えていることで、㌴をえる方がなかなか増えない⌧≧もあったりする。今、支えてくださっ

ている 70௦の方䚻が、このඛ 5年たったら活動できるかというと、やはりお願いできにくくなるということもある。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

FM 䝷ジ䜸でのᗈ報や HP の活用、ポスター等の掲示、䜲䝧ントに出向いての䠬䠮活動等も実施しているが一␒効

果があるのは、やはり市のᗈ報ㄅに掲㍕されることと、ᙜセンターは♫༠で受クしているので、ᗈ報ㄅ「♫༠だよ

り」に掲㍕したりすることが一␒効果はあるとᛮっている。

（１）工夫した点等

実は年䚻市報掲㍕ス䝨ースを๐られて┠立たなくなっていたのだが、センター༢⊂の交΅では㞴しいので、ጤ

クඖである市のᢸᙜ課に༠ຊ依頼をして、できるだけきなス䝨ースを取らせていただくようにお願いしている。

あとは、地域にポス䝔䜱ングをしてṌいたりもしていた。ポス䝔䜱ングをするときは、「この地域の提供会員を᥈し

ています」というᩥゝをධれたり、ල体的に「䕿䕿保育ᡤや䕿䕿学❺へ送迎できる方を᥈しています」というよう

な、ල体的な䜲䝯ージが持てるようなチ䝷シをసっている。

（２）結果について

①提供会員の数の増加について

チ䝷シに 4 コマₔ画をよくっている。チ䝷シをたくさん配ᕸしても、毎回┤᥋⏦し込み者数が増えるヂではな

いが、そのₔ画だけち䜗っとぢてくれることでファミサポが無意㆑に㢌にධっていくとᛮう。

②どのような良い結果があったか、また会員全体への効果・影響等について

何度かチ䝷シを┠にすることで「ああ、うちのポストにもධってたな」「この๓もあったな」「ᗈ報ㄅにも出てたな」と

いう何度┠かのタ䜲ミングで、今回の講習会なら受けられるかなということで参加してくださる方もいらっし䜓る。

ⲡの᰿活動ではないが、地㐨な取り組みとして、༶効性はないかもしれないが続けていくうちに、一人でも人

でもファミサポを理ゎしてくれる人が地域に増え、また依頼会員さんの࿘知にもつながっている。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

やはりල体的なᩥゝでニーズがあることをఏえることと、⧞り㏉しのᗈ報が重要であると感じている。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

ඖ䚻は地区交流会というᙧで地域に出向いて、そのエリアの方だけを集めた交流会をやっていたが、⌧ᅾは全

体で「ファミサポまつり」というᙧで年に 1 回交流会を開催している。୕人のア䝗䝞䜲䝄ーだけではᢸい切れない

㒊分もあり、提供会員、୧方会員、中には依頼会員もྵめて全会員にお知らせして、毎回 20ྡを㉸える方䚻が

༠ຊしてくださって、‽ഛの段㝵からア䜲䝕アを出し合い一緒に活動することで交流を῝めていこうという㊃᪨で

活動してきた。

せっかくのᛮいで会員Ⓩ㘓していただいても活動につながらないとどんどん䝰チ䝧ーシ䝵ンがୗがってしまう

ので、㐪うᙧで関わっていただこうということで、そのような䝪䝷ン䝔䜱ア活動を㐍めている。そうすると、ⓙさんᶓ

のつながりができるので、サポートは一人で個人の活動だが、やはり௰間ができることでより✚ᴟ的に活動して

いただけるし、おまつりに᮶た子どもたちとゐれ合えることでとてもඖ気をもらい、また事ᴗにも༠ຊしやすくなる。

活性するという意ではきな効果があったとᛮう。また、ア䝗䝞䜲䝄ーも一緒に活動することでコミ䝳ニケー

シ䝵ンが῝まり、会員の≧ἣᢕᥱができるとともに、ᅔったときは相談しやすくなり安全なサポートにもつながって

いる。
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１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

事例によっては、市のᢸᙜ課、家庭ඣ❺相談員、保健ᖌ、地域の保育ᡤ等との㐃ᦠを取ることがある。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

地域子育てᣐ点のඛ生方や利用者支援ᑓ㛛員と共に毎᭶ 1 回の定例会㆟をしているので、そこでお互いの

⌧≧を情報交換したりする機会はある。保健ᖌや家ඣ相についてはその㒔度㐃⤡を取り合うようなᙧである。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

外ᅜ⡠のひとり親のおẕさんで、家ඣ相から相談があったケースである。このおẕさんは心身ともにᝈがあり、

子ども依Ꮡのഴ向がぢられる。子ども（3ṓ）にもᝈがあるとおẕさんからは⪺いている。なかなか保育ᅬにⓏ

ᅬできないということで送迎の依頼でこちらに᮶た。おẕさんとその子どもは๓の保育ᅬになじめず、ファミサポ

の利用を᮲௳に㌿ᅬがỴまった。పᡤᚓなため定期的な依頼にはならないが、この親子に対して理ゎのある

提供会員につなぐことができて、今は✺Ⓨ的な依頼にも対応してくれて、長い┠でぢᏲってくれている。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

依頼会員のおẕさんはᑓ㛛⫋の方にはち䜗っとシ䝱ッターを㛢めてしまうഴ向がある。提供会員さんは地域の

人として➨୕者的な立ち⨨で関わってくれるので、提供会員さんがいてくださることで䝞䝷ンスを保てており、

センターと㐃⤡を取り合いながら⮫機応ኚに対応してもらえるような体ไができているとᛮう。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して

ファミサポタ立ᙜึの方が、家ඣ相からかなり䝝ー䝗なケースがつながってくることが多かったとᛮう。ධ間市の

子育て施⟇があまり充実していなかったので、とりあえずファミサポにという≧ἣが長く続いていた。その㡭から

保健ᖌや家ඣ相とは㢦のぢえる関ಀで、事๓ᡴ合せなどにྠ行してもらうこともあったし、いい関ಀが続いてい

る。子ども・子育て支援新ไ度ができてから、市のいろいろな施⟇が充実してきたので、ᮏᙜに䝝ー䝗なものは

ῶってきた༳象がある。᭱ึの㡭は、Ṛにたいおẕさんのサポートなどもファミサポにつながってきていたが、

今は利用者支援ᑓ㛛員がになっていろいろなところに相談をつないでくれているので、そこができたのが一

␒重要だとᛮう。

（２）配慮が必要な家庭に対して

センターでは、どのようなケースもあまりᅔ㞴事例という䜅うにᤊえていなくて、ケースによって一つ一つ、㞀が

いがあってもなくても、その人の必要とするものを⪺き取って、背景なども考えながら調ᩚしている。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

利用Ⓩ㘓に対してのㄝ᫂会は開いていないので、全て個別に対応している。Ⓩ㘓のときに 1 対 1 で事ᴗのㄝ᫂

をしてからⓏ㘓になるので、そのときに「お互いさまの活動なので、提供会員の㒔合がᝏくなるときもあるし、そこ

はおẕさんも༠ຊして䛽」というようなᙧで理ゎしてもらっている。中には習い事をファミサポありきでጞめようとす

る方もいらっし䜓るので、問い合わせの段㝵から、お手ఏいはするけれどもできないときもあるということはしっかり

ఏえるようにしている。

また、ධ間市は㌿᪘の方が多いので、身内が㏆くにいなくて、ᮏᙜに相談できる人もいない方や、ໃの人

がいるところが苦手でᣐ点に行きにくいというおẕさんもいらっし䜓る。エ䝛ル䜼ッシ䝳でඖ気なママは自分でいろ

いろなところを回れるが、年䚻、高齢出⏘も増えていて、そういうおẕさんたちの中には一人で行くのが苦手な方

もいる。♫༠の子育て支援であるホームスタートのビジターさんと一緒にᣐ点に行ってみて、情報共有をしたり、

お㐩をつくったりするときのきっかけ䛵くりをしてもらって、そこからいろいろな人とゐれ合っていって、ファミサポ

で自分の時間を持ってみようかな、リフ䝺ッシ䝳してみようかなという䜅うにつながっていくのもいいのかなとᛮう。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

ファミサポ事ᴗはඖ䚻、市の子育て施⟇ではできない㒊分を補するような事ᴗとしてスタートしたとᛮうので、⮫

機応ኚに対応してไ度の⊃間の㒊分をᢸってきた。㏆年、ୡの中が子育てしやすい≧ἣにኚしてきて、いろ

いろな施⟇が充実する一方で、多ᵝな背景を持った方なども増えてきて、子育てしにくい方、ᝎみや不安をᢪえ

る方や配慮が必要な家庭の依頼が増えてきているのも⌧≧だとᛮう。

ධ間市では、子どもがどんどんῶっていて、今まで年間で༓何ⓒ人も生まれていたのに今は 800 人ྎになるぐら

― ��� ―
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い、少子が㐍んでしまっていて、な䛬だろうとᛮう。2人┠、3人┠を⏘みたいけれど子育てがኚでつらくて⏘

めないということで踏みとどまることのないように、こういう地域だったら 2 人┠を⏘んでも夫かなとᛮってもら

えるような安心して子育てができる かい地域䛵くりを┠ᣦしている。ᅔったときのおᏲり௦わりにファミサポを利

用してほしいとᛮう。 関ಀ者との㐃ᦠももちろん必要になってくるとᛮうが、やはりまずは保護者のᅔりごとやᝎ

みなどをきちんと⚾たちが受けṆめてᐤりῧうことで、おẕさんがいい方向になるように一緒に考えようというጼໃ

で関わっていくことと、子どもを┿ん中においた支援が事なのかなとᛮっている。

― ��� ―
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㸷㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸࣑ࣇリ࣮࣭ࢺ࣮࣏ࢧᯇ⏣ 㸦⚄ዉᕝ┴ᯇ⏣⏫㸧

ጤク㸸♫⚟♴ἲே 㟷࠸㫽౪˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

௧ 3 年 4 ᭶１日のᯇ⏣⏫の人口 10,521 ྡに対してファミリー・サポートᯇ⏣の会員数は 367ྡ、௧ 2年度

のサポート௳数は 693௳である。提供会員が不足しているという認㆑はない。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

提供会員は高齢による㏥会者が増え、୧方会員は仕事をጞめる方が多くなってきた。依頼は全てつなぐことが

できている。新ᆺコロナ䜴䜲ルス感染Ⓨ生以㝆、他の䝪䝷ン䝔䜱ア活動ができなくなったことや♫会的な感な

どから、提供会員は(ᮏᙜに༴㝤な時期を除いて)ファミリー・サポートの活動にຊをධれてくださっている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

自分から提供会員になりたいと⏦し出る方は⛥なので、⏫のẸ生ඣ❺㒊会、健ᗣ䛵くりᬑཬ員、ẕ子保健᥎㐍員、

⏫内の保育サークル䝪䝷ン䝔䜱アの会合や研修に出向いて PRを行った。

（１）工夫した点

提供会員研修会は、ファミリー・サポートを知っていただくⅭの➨ 1 Ṍで、その講⩏は他の䝪䝷ン䝔䜱ア活動をし

ている方にも子育て中の保護者にも㨩ຊ的な内容だとᛮう。PR を行った団体やサポートの依頼が多い依頼会

員、併タする子育て支援センターに㢖⦾に᮶ᡤするママたちに、提供会員研修会への参加や୧方会員への

Ⓩ㘓をಁした。提供会員Ⓩ㘓後は間を⨨かず、子育て支援センターとの共催行事（リフ䝺ッシ䝳講ᗙ）にママた

ちが参加している間、子育て支援センターのフリース䝨ースで䝧䝔䝷ン提供会員に交じって、10 人の子どもを１

対１で預かる体㦂をしていただいた。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

ึめてサポート活動を行う方には、䝧䝔䝷ン提供会員がどんな㢼に預かりをしているか、また、子育て支援セン

ターで子どもたちがఙびఙび㐟ぶጼをぢていただくことが重要だと考えている。提供会員と子どものマッチング

についてはᝎむところだが、預かりの⌧場で提供会員と子どもとママとのᛮいがけない学応をたくさんぢて

きたので、あまり考えす䛞ないようにしている。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

提供会員の増加あり。

②どのような良い結果があったか、また会員全体への効果・影響等について

提供会員Ꮿでの預かりは、提供会員・依頼会員方が少し重たいと感じているようだ。ア䝗䝞䜲䝄ーの手と他の

ママたちの┠がある中での子育て支援センター預かりが増えている。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

出掛けたඛのいつどこででもファミリー・サポートのヰができるように‽ഛしていること。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

提供会員は人数の多ᐻではなく、提供会員一人ひとりの人生の中で会員として活動できる時期とできない時期が

あることを理ゎして、長いおつきあいをしていくことが重要ではないかとᛮう。活動できる時期は、子育てや仕事や

介護が一段落した時もそうだが、その方の心にち䜗っとしたవ⿱がある時。ᕪし上䛢たお౽りに㏉ಙをくださった

時、交流会にお㢦を出してくださった時、㟁ヰをᕪし上䛢たらヰがᙎんだ時など。まさにその時に、ファミリー・サ

ポートが、䇾あなたが必要です。手を㈚してください䟿䇿という䝯ッセージを出せなければせっかくの機会を㏨す。ま

た、今は活動できない時期でも、ᢡ䚻のኌ掛けをᛀれないようにするとか、人とのおつきあいのᇶᮏ的な㒊分を

ᢚえることが事だとᛮう。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

その日のサポート活動をṇ確にア䝗䝞䜲䝄ーがᢕᥱしていること。Ⲩኳ時のサポートについて᪩くに対応をする

こと、長い期間のサポートがᡴ合せの㏻り༴㝤のないように行われているかの確認をすること等、事ົ的な仕事

をきちんと行うことが会員からのಙ頼をᚓることになるとᛮう。

― ��� ―
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ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

行ᨻ(子育て健ᗣ課ᢸᙜ者、保健ᖌ)からの情報は多い。

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ஙᗂඣ健ᗣ診ᰝ・育ඣ相談開催時の PR と᭶に 1度の報࿌会㆟で情報交換を行っている。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

⢭⚄ᝈをᢪえるママの事例。ᖖに情緒不安定で、保健ᖌ・保育ᅬᅬ長・㆙ᐹ・㝔・子育て支援センターな

どの⮳るᡤに自分から相談をしていた。㞳፧がᡂ立し新たな⫋をᚓてᚎ䚻に依頼はῶり、2020 年を᭱後にサ

ポートは⤊した。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

行ᨻと子育て支援センターとの㐃ᦠをᖖに取り、提供会員との㐃⤡をᐦにしていた。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して

関ಀ機関との㐃ᦠと提供会員との㐃⤡を取りつつ、ファミリー・サポートができることを᭱㝈行う。

（２）配慮が必要な家庭に対して

ྠ上

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

・行ᨻと子育て支援センターとの情報交換。

・コー䝠ー１ᮼ分の時間でリフ䝺ッシ䝳を䟿

という⏫長のⓎ案でጞまったファミリー・サポートᩱ㔠のຓᡂไ度は、１回の利用につき 30 分のᇶᮏᩱ㔠を

ຓᡂするもので、サポート௳数の増加につながった。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

・事๓ᡴ合せが῭んだ後も、ファミリー・サポートを㏻してでないと依頼ができない方

・子どもをぢてくれるならㄡでもいいという方

・人ぢ知りで、一人の提供会員にᅛᇳする方

・子どもと一時も㞳れていられない方

心のᗂいママたちが増えている。

ファミリー・サポートも提供会員さんも、事๓ᡴ合せの時に親身にヰを⪺いて心配してくれて、子育て支援セン

ターや㏆ᡤで会えばኌをかけてくれるし、相談できて心ᙉい。と、ママたちがᛮえるなら。また、提供会員さん

に対して感ㅰする気持ちをᛀれずにいられるなら。

ファミリー・サポートがそこの㒊分をኻわなければ、今後も事ᴗとして続いて行くとᛮう。

― ��7 ―
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㸯㸮㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸㛗ᒸᕷ࣑ࣇリ࣮࣭ࢭ࣭ࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ 㸦᪂₲┴㛗ᒸᕷ㸧

┤Ⴀ㸸㛗ᒸᕷᩍ⫱ጤဨ Ꮚࡶᮍ᮶㒊Ꮚ࣭ࡶᏊ⫱࡚ㄢဨ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

開タ時、依頼会員よりも提供会員を増やすために講ᗙを๓ಽしして実施したため、᭱ึから不足していたという

≧ἣはなく、その後も提供会員は増えていった。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

ただ、ᖹᡂ２䠐年に⌧ἣ調ᰝを行い、「㏥会される方」というᩥ᭩をసって送付したところ、一気に㏥会が増えたこ

とがあった。その後は、ᩥ᭩の᭩き方に工夫を行った結果、年１０ྡほど増加し、良い流れで提供会員を確保でき

ている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

（１）工夫した点

・がかりなことは行っていない。市のᗈ報や、会員ເ集のチ䝷シ配ᕸ、交流会のᙧで地域に出向いたこともあ

ったが、２年ほどは実施出᮶ていない≧ἣ。

・サ䝤リー䝎ーを活用したグループ䝽ークをᖖ䚻講ᗙのなかで行っており、効果的である。Ⓩ㘓したいとᛮって

受講されている方䚻の不安をᡶᣔさせるためにサ䝤リー䝎ーに手ఏってもらうことは良いとᛮう。長ᒸ市ではサ

䝤リー䝎ーに対して、᭶ 1,000のㅰ♩を年度ᮎにまとめて市からお支ᡶいしている。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

会員の数はྠ数が᥎⛣したり、増加したりしている。

②会員全体への効果・影響等について

サ䝤リー䝎ーの役割がきいと感じている。サ䝤リー䝎ーは⇕心な方が多く、ア䝗䝞䜲䝄ーともコミ䝳ニケーシ䝵

ンをとっている。サ䝤リー䝎ー会㆟自体は年２回だが、ファミサポの≧ἣやᒎ望もྵめておヰしているため、ኈ

気が高い方が多い。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

・㏥会の意向を示される提供会員に対しても、「こういうことができるのだったら、ṧっていただければありがたい

です」というようなことをおఏえすると、提供会員のⓏ㘓≧ἣのᨵၿにもつながる。

・一定期間で会員を切るということは行っていない。ᗃ㟋会員の方䚻に対して㟁ヰをかけると、ṧってくださる方

もいる。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

・ẕ子保健᥎㐍員の会に出向こうと考えている。提供会員でẕ子保健᥎㐍員をව௵されている方がいるが、新

たにẕ子保健᥎㐍員に提供会員のヰを行いⓏ㘓に結び付けられればと考えている。

・効果的であると感じるサ䝤リー䝎ーを活用したグループ䝽ークの回数を増やしていきたい。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

・提供会員、୧方会員にかかわらず、ᮏ人の意ᛮを切にするということは確実にできることであるため、ᮏ人の

希望、やりたいことを᫂確にして支援に⛣すことを心掛けている。

・依頼会員に対して、長ᒸ市は子育て支援が活Ⓨであるため、Ⓩ㘓に᮶た㝿にはファミサポだけではなく、いろ

いろな選ᢥ⫥があることをおఏえしている。

・会員からの問い合わせには、᪩ᛴに回⟅するよう対応している。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

・子ども・子育て課に家庭ඣ❺相談ᐊがあり、そこからファミサポに回ってくる事例がある。互いに報࿌、情報共

有することが日ᖖ的にある。

・子ども・子育て課に、保健ᖌやẕ子保健᥎㐍員、Ẹ生ጤ員がヰをもってくることはあるが、それ以外のᑓ㛛機
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24

関と῝くつながっているわけではない。

・子育て支援施タの子育ての㥐ちびっこᗈ場のなかにファミサポ事ົᒁがධっているので、支援の方ἲについ

て、ちびっこᗈ場のᅬ長や子ども・子育て課のᢸᙜと共有することがある。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

長ᒸ市は中学生でも㞀がいのあるお子さんはサポートを行うことになっている。ここ数年、１年に１回ほどᅔ㞴

事例の依頼がある。中学生の体が不自⏤なお子さんの送迎支援について、介ຓはできないため、介ຓ㒊分を

他の方が実施し、ファミサポは送迎支援のみを行うことで対応できたことがある。ただ、支援が実⌧しない場合

もあるため、できるところだけを行っている。

（２）適切な対応を行うためのポ䜲ントや必要と考える体ไや対応について

どこまで支援を行えるのか㏞うことが多いため、課に相談したり、ア䝗䝞䜲䝄ーが意ぢを出し合って相談したりし

ている。そのほか、支援ྍ⬟な提供会員を選ぶ点が一␒の䝝ー䝗ルであるため、提供会員に対してのフ䜷ロー

も行う必要がある。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

・ファミサポが行える内容を、課や他機関と㐃ᦠしてア䝗䝞䜲スを受けながら行う必要がある。その㝿、情報共有を

行う必要があるが、ධり込んでしまわないよう、適度な㊥㞳感を保つようにしている。

・長ᒸ市は┤Ⴀのため、行ᨻの㝈⏺もあることは会員もᢎ知の上活動している。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ サ䝤リー䝎ーの✚ᴟ的な活用

・サ䝤リー䝎ーの役割が特ᚩ的であり、講ᗙのึ回と᭱⤊回に実施するグループ䝽ークにྠᖍしたり、センター㐠

Ⴀにも῝くかかわっている。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

・ファミサポ事ົᒁがධっている子育て支援施タは保育ኈ、ᗂ⛶ᅬᩍㅍ、保健ᖌが㏆くにおられるが、提供会員

はそのような⎔ቃにない。ᑓ㛛⫋ではないため、あくまでも䝪䝷ン䝔䜱ア活動であることをᛕ㢌に、無理のない支援

を行ってもらうことが必要であるとᛮっている。

・長ᒸ市内にはඣ施タが２施タ、後ඣ施タが８施タあるため、提供会員にඣ・後ඣはお願いしていない。

・長ᒸ市では地域活動という点で、依頼会員の自Ꮿで預かる活動も行っている。今後依頼会員に合わせた対応

がさらに必要になってくると感じる。
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㸯㸯㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸ࡓࡓࡁᏊ⫱࡚ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ 㸦⚟ᓥ┴႐ከ᪉ᕷ㸧

ጤク㸸NPOἲேࡍࡽ࡚ࡕࡲࣈࣛࢡ౪ဨࡢ☜ಖ↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

不足していると感じたことはなく、比較的確保されていると感じている。ただし、今後リタ䜲䝲される提供会員も多く

なるだろうと予 しているため、ⱝいୡ௦へのアプローチの工夫をጞめている。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

（１）工夫した点

・ᙜึ市のᗈ報で࿘知していたが、新⪺のᢡり込みにチ䝷シをධれたところ、少しずつⱝいᒙが参加してくれる

ようになった。

・ጤクඛの NPO ἲ人で行っている子育てひろばの利用者に┤᥋ኌをかけたところ、┒り上がりをぢせた（ファミ

サポ、子育てひろば、ホームスタートの３ᮏᰕで NPOἲ人の子育て支援を行っている）。

・リタ䜲䝲される提供会員の労を䛽䛞らっておヰをおఛいしていたところ、ご自身のጒ、ご人を紹介してくれ、

ᡓຊになってくれている。

・႐多方市は㠃✚がᗈく、講習会は年に１度、」数かᡤで行っている。地域ごとに行うことで、その地域の人た

ちが集まってくれ、ㄌ生した提供会員のなかからサ䝤リー䝎ーをお願いし、その地域は地域のⓙさんでサポー

トするという体ไがᩚっている。

（２）結果について

①提供会員の数の増加について

提供会員の数は年䚻増えている

②会員全体への効果や影響について

会員ྠኈ㠀ᖖに௰が良い。ファミサポだけではなく、႐多方市のጤク事ᴗである集団クඣなどを㏻じても、ᶓ

のつながりができている。スキルアップ研修を呼びかけると㍍く䠐０ྡほどが集まってくれる。ア䝗䝞䜲䝄ーが会

員をというよりも、提供会員ྠኈで௰良くなり、ඛ㍮の提供会員が後㍮を育ててくれている≧ἣがある。今まで

で、サポートをお᩿りしたのは、あまりに提供会員に負ᢸがかかる依頼の１௳のみで、それ以外はほぼ受けධ

れることができている。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

ඛ㍮の提供会員が後㍮を育ててくれている≧ἣがある。そのために、講習会のあとにスキルアップ講ᗙを１時間

タけ、その後、修ᘧおよび交流会を行い、おⲔ会をᴦしんでいる。䠑～䠒人でᗙる䝔ー䝤ルを䠑～䠒ᓥసり、新

しく修した提供会員も交じってもらい、ク䜲ズや䝀ームなどをして㥆染んでもらう。そこで一気に㏆しくなるよう

で、クඣのᵝ子などを⪺いて、㡹ᙇっていこうとᛮう人が多いᵝ子である。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関との㐃ᦠについて

・支援学ᰯへの送迎の事例に関して、㌴で３０-䠐０分の支援中に、シート䝧ルトからᢤけ出して㌴中で動き回

ってしまうお子さんがおられた。

䊻支援学ᰯのඛ生に相談したところ、⤮をᥥいて、ジェスチ䝱ーなどで䝺クチ䝱ーしてくださった。それ以㝆シ

ート䝧ルトをして㌴できるようになった。

・䝕䜲サービスからの送迎（支援学ᰯのお子さん）に関して、᭶に１-２回⛬度の支援だが、時䚻、Ⓨసが㉳きる

お子さんの支援が実施された。

䊻㝔におఛいし、㝔のඛ生、保護者、支援学ᰯのඛ生、䝕䜲サービスのඛ生とともに事๓ᡴち合わせを

行い、Ⓨసが出た㝿の対ฎ方ἲをᡴち合わせた。３年ほど支援を行ったが、何事もなく支援が⤊した。

・㏆年、ඣ預かりが増えている気がする。子育てひろばの個ᐊでぢるなどの対応を行えているが、場ᡤがな

ければ対応が㞴しいと感じている。

２ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

今後、ᅔ㞴なお子さんへの対応が生じるྍ⬟性があるため、႐多方市では、┳護ᖌや保育ኈ OB の方をᣠい出
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して、グループをసり、「他の提供会員たちにア䝗䝞䜲スしてください」というようなプロジェクトチームをసっていくこ

とを考えている。ල体的にどのようになっていくかはᮍ知数だが、関ಀする人たちとコンタクトを取りጞめている。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

・⚟ᓥ┴㏻りからの㑊㞴ᡤの集団クඣを、毎㐌㔠曜日２か᭶༙ほど行っていた。

・ጤクඛの NPOἲ人として、ファミサポのほか、子育てひろば、ホームスタートを行っているのが特ᚩである。

・今後、ファミサポ用のプチひろばもసりたいと考えている。ファミサポの活動も、ひろばがなければཝしかったと感

じている。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

႐多方市内では小つᶍ保育ᅬが㏆年䠑かᡤ新タされるなど、支援の充実がᅗられ、ほぼ毎日の預かりなどはῶ

ってきている。一方、充実した༙㠃、ᅔ㞴家庭やᅔ㞴ケースが増えてくるかとᛮう。コロナ禍でඣ・後ඣᑓ用

の保育ᅬからで᩿られるケースも増えているため、プロジェクトチームのように、┳護ᖌやᑓ㛛⫋に意ぢをもらい

ながら、ඣ・後ඣ依頼にも応えられるよう、今後の㐠Ⴀを考えていきたいとᛮっている。
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㸯㸰㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸࣑ࣇࡶࡎ࠸リ࣮ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ 㸦ᓥ᰿┴ฟ㞼ᕷ㸧

┤Ⴀ㸸ฟ㞼ᕷᙺᡤ Ꮚࡶᨻ⟇ㄢ ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

特にᣲ䛢られるきっかけはなく、៏性的に不足している。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

他人の子を預かる、送迎することへの㈐௵の重さ。᫇に比べ、一人一人けがをさせてはいけないなど、⚄経㉁に

なら䛦るをᚓない情ໃがある。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

（１）工夫した点

・依頼会員に対して୧方会員への✀別ኚ᭦をお願いする。

例えば、ඣ❺ク䝷䝤へのお迎えの依頼に対して提供会員とのマッチングが㞴しい場合、ྠじඣ❺ク䝷䝤に子ども

を㏻わせている依頼会員にᡴ診しゎをᚓ、୧方会員に✀別ኚ᭦してサポートをしてもらった。それ以㝆も別

のサポートを受けてもらうことが出᮶たケースもあり、サポートの㍯をᗈ䛢ることにつながった。

・会員調ᰝ（年１回）を行い、ྛ家庭の⌧ἣをᢕᥱし、᭱新情報をもとにサポートのᡴ診を行うことでスムーズな

マッチングができた。また、その情報により、ኌがけを㐲慮していたఇ╀≧ែの提供会員にもኌをかけるきっか

けができ、✌ാできる提供会員の増加につながった。

・サポートに対して✚ᴟ的な提供会員には、負ᢸにならないように␃意しながら」数人のサポートを依頼してい

る。

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

・マッチングに関して、サポート内容によってはᘬき受け手がぢつからないケースもあるが、ㅉめずに᥈す。

・」数人のサポートを依頼する場合、安全にサポートが行われることが重要なので、無理のないサポートスケジ

䝳ールを組むことに配慮した。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

௧ 3年度（10᭶まで）は 3ྡ、௧ 2年度は 7ྡ、௧ඖ年度は 14ྡ、ᖹᡂ 30年度は 16ྡ、ᖹᡂ 29年

度は 20ྡの新つධ会があった。

②会員全体への効果や影響について

៏性的な提供会員不足に苦慮しながらも、依頼されたサポートはほとんどマッチングにᡂຌしている。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

・提供会員との日㡭からのコミ䝳ニケーシ䝵ンに重きを⨨いている。活動報࿌᭩を持参された㝿（᭶１回）、提供

会員とコミ䝳ニケーシ䝵ンをとり、仕事の≧ἣ、家᪘の≧ἣ、サポートの≧ἣなどをᢕᥱし、マッチングに役立てる。

・提供会員のなかで活動的に取り組んでいるかたに、サ䝤リー䝎ーを依頼している。配慮が必要なサポートをᘬ

き受けてもらう、交流会の画をア䝗䝞䜲䝄ーと一緒に計画する等、リー䝎ーとしての自ぬをもっていただけてい

る。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

一ᴫに提供会員の数を確保することにはᢠがある。提供会員を確保してもᵝ䚻な事情（サポートのニーズの

地域的な೫り、提供会員の高齢、心身の健ᗣ問題など）で実㝿にはサポートにつながらない会員もいる。特

に、市内でも地域によってはサポートのニーズがないところもあることから、講習会や講₇会に✚ᴟ的に参加し

ている提供会員に対してもサポートを紹介できないことは⌋しくなく、ኚ心苦しいと感じている。そこで、ḟのよ

うな方ἲでເ集を行った。

・会員が不足している地域において、チ䝷シの全ᡞ配ᕸを行う。

・シル䝞ー人ᮦセンターの会員、㏥⫋予定の市⫋員に対する案内を行う。

（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのコミ䝳ニケーシ䝵ンを切にすること

・ア䝗䝞䜲䝄ーと会員というよりも、ᡞ➃会㆟をする感ぬである。

・ᮏ㒊のほか、支㒊が２かᡤあるが、ア䝗䝞䜲䝄ーྠኈがコミ䝳ニケーシ䝵ンをᐦにとり、互いにಙ頼しながらᴗົ
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を行っている。そのやかな㞺ᅖ気が会員との関ಀにも良い影響をえているのではないかとᛮう。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

市役ᡤの保健ᖌ、要保護ඣ❺対⟇地域༠㆟会から依頼がධることがある。ධ会されてサポートをつなぐ場合、

センターから㐃⤡や相談をしながらマッチングを行う。実㝿にサポートが行われたケースについては、サポート

中のᵝ子等を情報提供する。また、センターがケース会㆟にྠᖍしてサポートのᵝ子をఏえ、≧ἣᢕᥱを行い、

サポートに活かすこともある

（２）㐃ᦠのために工夫している点

以๓、事๓情報がᚓられておらずト䝷䝤ルになった経㦂から、保健ᖌやඣ❺相談ᡤが有している情報について、

Ᏺ⛎⩏ົに配慮した上で、少なくとも保護者への᥋し方に関することは提供してもらうようにお願いしている。

必要な情報提供がなされるように、保健ᖌやඣ❺相談ᡤとのಙ頼関ಀを切にし、ᑀなコミ䝳ニケーシ䝵ンを

心掛けている。

２ ᅔ㞴事例への対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

・୧親の養育ຊに不安があり支援の必要な家庭の子どものサポート依頼が、保健ᖌからධった。子どもがஙඣ

㝔から自Ꮿにᡠる㐣⛬で、保育ᡤの送迎をセンターに依頼された。ඣ❺ク䝷䝤のᣦᑟ員もしている２ྡの提供

会員によるサポートがጞまったが、お∗さんは᪩ᮅ出で家におられず、おẕさんも子どももᐷているままで、

⋞関も㛢じている。提供会員が相ᙜ㡹ᙇって㉳こして多少㐜れても㐃れていく、といったようにኚな≧ἣで、

保健ᖌやඣ❺相談ᡤと༠㆟しながら続けた。提供会員に⑂れがぢえጞめていたところ、ア䝗䝞䜲䝄ーྠᖍのケ

ース会㆟があり、参加していた㢦ぢ知りのẸ生ጤ員にኌをかけたところ提供会員にⓏ㘓し、サポートをᘬき受け

てもらえた。⌧ᅾはその提供会員と୧親が良ዲな関ಀで子どものᡂ長をぢᏲっており、一つのᡂຌ事例といえ

る。

䊻以๓は不Ⓩᰯඣに関わる仕事にᦠわり、ᅔ㞴をᢪえる家庭に長年関わってきたア䝗䝞䜲䝄ーもいる。ᅔ㞴を

ᢪえる家庭への関わりの㞴しさや課題もア䝗䝞䜲䝄ー間で共㏻認㆑ができており、ྛア䝗䝞䜲䝄ーが提供会員

へのഴ聴やᐤりῧいなどの配慮を行って、提供会員が一人でᢪえ込まないようにしている。

・外ᅜ⡠（䝤䝷ジル人）の依頼会員

䊻ධ会⚊、事๓ᡴち合わせ᭩、重要᭩㢮について、ポルト䜺ルㄒの᭩㢮を‽ഛし、子どもᨻ⟇課の㏻ヂがファ

ミサポධ会時の㏻ヂをしている。ファミサポを理ゎしてくれている㏻ヂを㏻じたコミ䝳ニケーシ䝵ンが、ト䝷䝤ルの

少ないサポートにつながっている。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ㞴事例に対して
䛄依頼会員としてサポートを必要としている䛅というぢ方から、ᅔ㞴の有無に関わらずᘬき受けるというጼໃである。

（２）配慮が必要な家庭に対して

ᅔ㞴事例はそうでない場合に比べ、多くの配慮を要する。必要に応じて関ಀ機関と㐃ᦠをとりながら、マッチングを慎

重にุ᩿して行っている。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

・┤Ⴀであるため、ア䝗䝞䜲䝄ーも市ᢸᙜ者もྠじ気持ちで取り組んでいる。市ᢸᙜ者はᬑ段のサポートには関わ

りがないが、ᅔった㝿に内容を共有し、共にゎỴしていくጼໃである。

・外ᅜ⡠の依頼会員に対する対応（᭩㢮సᡂや㏻ヂ）が特ᚩ的である。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

・子育て家庭のニーズはኚしていくが、柔軟に対応していきたいと考えている。また、手ຓけを必要としている

家庭にᐤりῧい、必要なところにすっとサポートをධれることのできる柔軟な組⧊でありたいと考えている。

・できるだけ依頼会員の意向にἢった内容を提供したいとはᛮうが、子どものᡂ長にプ䝷スになるのかと問に感

じるケースもあり、そのようなケースにファミサポとしてどのように対応していくかが今後の課題である。
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㸯３㸬ࢭンྡ࣮ࢱ㸸ᖏᗈ࣑ࣇリ࣮ࢭࢺ࣮࣏ࢧン࣮ࢱ 㸦ᾏ㐨ᖏᗈᕷ㸧

ጤク㸸ㄆᐃ NPOἲேᏊᩥࡶࡕ࣭ࢇ࠾࠸ࢀࡤࢁࡦࡢ
ᥦ౪ဨ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

੩̓˟Ճ↝ᄩ̬↚↓ⅳ↕

１ 確保が必要となった背景や課題

提供会員の数自体はῶっておらずᚤ増だが、スタッフの気持ちとしては不足しているという感ぬがある。

２ 提供会員が不足していった経緯や問題だった点

一⯡的な高齢や応ເ者が少ないということもあるが、帯ᗈ市の地域性である㌿ධ・㌿出の多さがきいと考える。

⇕心に活動をされていた提供会員も、༑から㌿出してしまうことが多い。また、ファミサポ活動をዎ機に自ಙを

つけ、再ᑵ⫋される方も多い。加えてコロナ禍での活動に家᪘からの心配のኌが多く、高齢の方や小さいお子さ

んを持つ方はほとんど活動できなかった。

３ 提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施したか。

チ䝷シ配ᕸ、䝷ジ䜸出₇、市役ᡤとの交΅、スー䝟ーへのゼ問など、「できることは何でもしよう」というスタ䜲ルで

取り組んでいる。

（１）工夫した点

・Ⓨ足ᙜึより、毎᭶市ᢸᙜ課とミー䝔䜱ングをしている。数年๓より市のᗈ報で年１回講習会のお知らせを出し

てもらっている。市のᗈ報は一␒影響ຊがある。また、帯ᗈ市の䜴ェ䝤上の子育て情報Ⓨಙにおいて࿘知して

いる。さらに、帯ᗈ市が市内全㒑౽ᒁやၟᴗ施タと結んでいる༠定により、帯ᗈ市からの依頼により༠定ඛす

べてにチ䝷シ㈞りだしがྍ⬟になった。

・シェアが高い地方⣬（༑毎日新⪺）に講習会案内だけではなく、提供会員とともに取ᮦに応じるなど、┿

や利用者のኌをᯟで記㍕した。

・地ඖ䝷ジ䜸には行事の度に出₇している

・ጤクඛである NPOの会員から提供会員になることもある

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

・行ᨻの⦪割りのᘢᐖがきく、㒊課間での⛺㆟に時間を要する。┤᥋ᢸᙜ課に交΅し、ス䝢ー䝗アップの事例

もある。また、センターの要事ᴗ(サポート援ຓ）で多ᛁな日ᖖの中で、提供会員ᣑのためのきめ⣽かな活

動をする時間の確保が㞴しい。行ᨻの༠定を利用できたことはきな┬ຊと効果を生んでいる。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

提供会員の数は毎年ᚤ増している。ῶ少したことはないとᛮう。

②どのような良い結果があったか

ᖹᡂ 25年のⓎ足時から、講習会の㡯┠によっては 2,3ྡの受講生ということもあったが、௧ 3年の⛅は新つ

Ⓩ㘓が 23ྡであり、講習会の受講生が 20ྡ๓後というのもึめてであった。

③会員全体への効果や影響について

配慮が必要な家庭や多数回利用する利用会員に対して、以๓は他のᢸᙜ課に相談したり、他のẸ間施タを

紹介したりしていたが、2,3ྡの提供会員を紹介することができるようになった。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

すべてつながっているが、ᗈ報活動である。ポスターやチ䝷シのほか、講習会に᮶ていただく提供会員に対し

て「お㐩を紹介してください」ということにより、口コミも増えてきた。

きなポ䜲ントは、子育て支援課を中心とした市との༠ാである。䝛ットも重要だが、リアルな⣬፹体でのアクセ

スがきいと感じる。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

・ファミサポをྵめた親子の⌧≧を行ᨻの他㒊⨫に理ゎしてもらうこと。ጤクඛの NPO ἲ人として、帯ᗈ市の㟷

少年問題ᑂ㆟会にධっているが、その場でファミサポを㏻じてぢえる子育て家庭の実情などをⓎಙすることを

意㆑している。

・多ୡ௦の交流ができる場䛵くり。帯ᗈ市にはコミ䝳センや⚟♴センターはあるが、ඣ❺㤋など子ども中心に、多

ୡ௦で人が関われるような場がない。ጤクඛの NPOἲ人としては、多ୡ௦の出会いの場を意㆑して取り組んで

おり、ファミサポにも良い影響が出ているとᛮう。
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（２）事ᴗを行うにあたっての提供会員の重要性

会員が安心・安全に活動できるようア䝗䝞䜲䝄ーと会員とのかかわりについて考えること

ア䝗䝞䜲䝄ーと会員との関わりで、ಙ頼感が᭱も切。ಙ頼をᚓるために、䝺スポンスの᪩さ、支援に関する小

ヰをすることを心掛けている。

・子育てでスト䝺スフルな⎔ቃのなか、センタースタッフや提供会員のゝⴥᑼをᤊえてኚする依頼会員が増え

ているようにᛮう。そのような場合、もう一度ファミサポに対するಙ頼を取りᡠすための対応、スタッフのᩍ育が、

⌧ᅾ課題である。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応のための体ไ、㐃ᦠඛ

（１）関ಀ機関と㐃ᦠについて

┤᥋のᢸᙜ課である子育て支援課のほか、こども課、ᩍ育ጤ員会、地域活動᥎㐍課（⏫内会・Ẹ生ጤ員⟶理）

と㐃ᦠをとっている。ጤクඛの NPOἲ人のᮏ体事ᴗでつながりのある、ᗂ⛶ᅬ㐃合会、ᑂ㆟会、子どものᒃ場

ᡤ䛵くり事ᴗなどの䝛ット䝽ークもᙉい。

２ ᅔ㞴事例への対応事例と対応にあたって重どした点

（１）実㝿に対応したᅔ㞴事例で適切な対応ができたとᛮう活動について

⢭⚄的に不安定で提供会員の自Ꮿでヰし込まれる依頼会員がおられ、スタッフが提供会員と依頼会員の間に

ධったところ、依頼会員のಙ頼をᦆ䛽てしまう出᮶事があった。この出᮶事へのフ䜷ローの㐣⛬で、依頼会員も

提供会員や♫会との関わりを学んでいるᵝ子がうかがえた。また、スタッフにとっても、ಙ頼関ಀの⠏きかたな

どを学び、共有することができた。

３ ᅔ㞴事例、配慮が必要な家庭との向き合い方

ᅔ㞴事例というよりも、ᅔ㞴な家庭が多い。何が必要かということを、ഴ聴することで᥈れるようなスキルアップがス

タッフに必要。また、自分たちだけで㡹ᙇらなくても、行ᨻだけではなくいろいろな関ಀ機関と㐃ᦠしながら、提供

会員と依頼会員の事ົ的なマッチングだけではなく、このおẕさんはこうᅔっているからこの支援が䜄ったりだと

か、こちらも提案してみようとか、その背景にᐤりῧい、ಙ頼関ಀを⠏いていく活動が続いてくことが理。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ア䝗䝞䜲䝄ーのスキルアップの重要性と䝛ット䝽ークを活用した㐃ᦠ

・ア䝗䝞䜲䝄ーのスキルアップとして、女性労ാ༠会の講習会の参加、参加者の䝺ポート共有、報࿌᭩の回ぴなど

をきっちり行っている。そのほか、ᾏ㐨内のファミサポの交流会や子育て講₇会への参加など、他の事例から

ᖜᗈく学ぶようにしている。

・子育て支援課への報࿌について、毎᭶１回の活動実⦼報࿌のほか、活動のなかで気䛵くことを㈨ᩱとしてΏす、

⌧ᅾ取り組んでいることを⣽かくお知らせするなど、市からồめられない情報も報࿌するようにしている。また、子

育て関㐃の講₇会などの場において、子育て支援課にあいさつなどのල体的な役割をồめて、関わるようにして

いただいている。

・㐃ᦠするためのアプローチとして、ጤクඛの NPO ἲ人の会員を㏻じた情報や䝛ット䝽ークが活かされている。ま

た、関りがないと考えられる㒊⨫（課）にもアプローチしていくことがポ䜲ント。

・帯ᗈ市の地ᅗ上に、提供会員・依頼会員をシールでマッ䝢ングすることで全体をᢕᥱするసᴗを行っている。

・一度活動ができないとなった提供会員に対しても、タ䜲ミングをぢ計らってാきかけている。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

行ᨻの子育て支援はไ度や事ᴗに㝈⏺がある。問題意㆑をもったᢸᙜ者のかたも人事␗動がある。そのなかで、

一人一人をぢてもらえるようなᶫΏしをファミサポは行えるとᛮう。「このようにすればできますよ䛽」という提案をい

かに行っていけるかが重要だとᛮう。行ᨻの⦪割りのᘢᐖを◚ることができるྍ⬟性が、ファミサポにはあるのでは

ないか。
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㸯㸲㸬㒔㐨ᗓ┴ྡ㸸㧗▱┴

ᢸᙜㄢ㸸㧗▱┴ Ꮚ࣭ࡶ⚟♴ᨻ⟇㒊 ேᶒ࣭⏨ዪඹྠཧ⏬ㄢ

Ⴤ↗ↆ↕↝ӕኵ↝Ꮡ∝ⅼ→ⅺↀ

１ ファミサポ事ᴗのᣑ充の背景

高知┴は全ᅜにඛ行して人口のῶ少や少子高齢が㐍んでおり、⏘ᴗの⯆、少子対⟇、女性の活㌍等を

一体的に取り組む必要があった。少子対⟇は、┴の日ᮏ一の長ᑑ┴ᵓの中で取り組んでいる。その中で、

高知∧䝛䜴䝪䝷の取り組みとして、まち・ひと・しごと生⥲合ᡓ␎やዷፎ期から子育て期まで切れ┠ない支援を

行っている。

このような取り組みを᥎㐍していく中で、ファミサポ事ᴗのセンターの地域での子育て支援という仕組みが重要な

役割を果たしてくることが᫂確であったので、センターを┴内全域にᬑཬさせていくことが必要とᛮっていた。

２ 提供会員確保のための取組への補ຓの実施に⮳る背景や経緯

ただ、高知市にᖹᡂ 16年にセンターができて以㝆、ᖹᡂ 26年まで高知市のみだった。こういったᨻ⟇や女性活

㌍᥎㐍ἲの施行などある中で、何ができるかといったところで、課題になっていたところが、小つᶍな自体が多

い高知┴においては、50人以上でないといけないというᇶ‽が㠀ᖖに䝪トル䝛ックになっていた。このᇶ‽がある

ため開タが㞴しいというኌが市⏫ᮧからも上がっていたため、ᖹᡂ 28年から「高知∧補ຓ㔠」というᙧで、20～49

人のセンターを対象にした要⥘をᅜの要⥘とは別立てでᵓえて市⏫ᮧの支援を開ጞした。

３ 高知┴としての⊂自の取組（࿘知・ᗈ報、補ຓ㔠、講習等）とその≺い

「࿘知・ᗈ報」䠖ファミサポのไ度࿘知のリーフ䝺ットをసᡂして、市⏫ᮧ役場や䜲䝧ントなどで配ᕸしている。センタ

ーで会員⋓ᚓの活動やไ度のㄝ᫂会のときに利用していただいている。また、実㝿の活動の≧ἣを紹介する小

子がある。活動のポ䜲ントであったり、実㝿に利用してみて、預かるഃとしてどうだったか、預けるഃとしてどうだ

ったか、୧方の良かった点などをఛって、不安感のᡶᣔに役立てていただいている。

その他にも┴のᗈ報፹体（䝷ジ䜸␒組、TV␒組、CM）の活用や子育て応援䜲䝧ントを開催している。

「補ຓ㔠」䠖ᅜのᇶ‽では対応できない人数つᶍのセンター開タのために、ඛ㏙の高知┴∧補ຓ㔠のᣑ充を㐍

めている。

「講習会」䠖会員の増加とセンターのな㐠Ⴀのために実施している。一つは、子ども・子育て支援員研修にく

っつけてファミリー・サポート・センター講習を実施している。ඛに紹介したが、センターのア䝗䝞䜲䝄ー対象の研

修を毎年行っている。これはᖹᡂ 28年から開ጞした。

（１）工夫した点

センターへの補ຓ㔠については、┴の⊂自の䝯ニ䝳ーを多く（14～15 㡯┠）実施している。また、┴内᭱ึのセ

ンターである高知市を中心に、市⏫ᮧ、センター、ア䝗䝞䜲䝄ー、利用者のኌを⪺きながら、利用しやすいセン

ターの取り組みᣑ充をᅗっている。（ල体的には、䝯ニ䝳ーについては記㍕┬␎）

（２）上記の取り組みで苦労した点とその対応について

࿘知・ᗈ報については、㒔会では認知度の高いไ度であったが、高知┴ではまだまだ認知されていない≧ἣ

があり、その他にも、実㝿に預かったりすることに対する不安もᡶᣔすることが必要だった。さらには、市⏫ᮧに

よってはニーズが不᫂だったり、ニーズ調ᰝをしてもニーズが㏉ってこないといったこともあった。

（３）結果について

①提供会員の数の増加について

ᖹᡂ 27年度から௧ 3年度までの間で 12のセンターが増えた。会員数についても、ᖹᡂ 26年度まで 1350

～1360人だったものが、⌧ᅾ 9᭶ᮎ時点で 2100人ぐらいにきく増えた。そのうち、高知市以外の、小さくጞ

まったけれどもきく育ったところでぢると、ᖹᡂ 27年度は 1䜹ᡤで 58人だったのが、௧ 3年度 9᭶ᮎには

高知市以外の 12で 930人ということで、5年༙で 900人ぐらい増えた。

②効果・影響について

会員数とセンター数が増えてきたということは、┴⊂自のไ度をᵓえてやってきた結果だとᛮうし、小さいながら

もスタートしたところであっても、50 人ᮍ‶でスタートしたセンターでも、2～3 年後には 50 人を㉸えて、ඖ䚻の

ᅜのᇶ‽に㐩するような取り組みにᣑしてきたので、これまでやってきた意⩏があったのではないか。

䠐 確保を実⌧できたポ䜲ント

（１）結果を出すために重要となったポ䜲ントについて

┴のつのᇶᮏ施⟇であったり、まち・ひと・しごと⥲合ᡓ␎や日ᮏ一の長ᑑ┴ᵓといったところにしっかり

と⨨付けて取り組むなど、┴の重要な取り組み・施⟇として⨨付けて取組を㐍めてきたことがきいので
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はないか。

䠑 今後の確保のためのᨵၿ点とᨵၿ⟇

（１）今後の┠ᶆや┠ᣦすところ、取り組みたいこと等

市⏫ᮧのᢸᙜ課の⫋員の意ぢを㏲一⪺いたり、実㝿にタ⨨されたセンターから、どんなことがあったらいいと

ᛮうかということを⪺き続けてไ度タ計してきたことが良いところだとᛮっているので、今後もそれを継続するこ

とで、より良いᨵၿ⟇につながるのではないかと考えている。

ࣖݣ↝↧ᩊʙ̊

１ ᅔ㞴事例の対応とファミサポ事ᴗとしての向き合い方について

ア䝗䝞䜲䝄ー研修をする๓に㉁問を㡬いて、それをみんなで共有して、他┴のዲ事例としての対応例を紹介して

もらったり、ア䝗䝞䜲䝄ー会の場ᡤでア䝗䝞䜲䝄ーྠኈだったり、┴にも要望を✚ᴟ的にゝう感じで意ぢ交換しても

らって、事例を共有してゎỴしている。

ཎᑥⅱ↺ӕኵ↚↓ⅳ↕

１ ┴と市⏫ᮧのファミサポセンターとの㐃ᦠについて

さま䛦まな支援䝯ニ䝳ーを画してやっているところと、ᗈ報や、不安をら䛢るための取り組みにຊをධれている

ところは、特Ⰽある取り組みだとᛮう。そこは市⏫ᮧやྛセンターから「こういったものがあったらいいな」というኌも

ありながら、そういったኌを⪺く中でసった子であったりしたので、日㡭から情報のやりとりができていたことがຌ

をዌしているのだとᛮう。

ↂ↻ⅺ↸↝܇↝؏עᏋ↕ૅੲ↚ⅹⅳ↕⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅ↝ⅱ↹૾↚↓ⅳ↕

ファミリー・サポート・センターの特ᚩの一つは切れ┠のない支援であり、䝺ス䝟䜲トも例にᣲ䛢たが、習い事への

送迎というのも他にはないことで、全ᅜ共㏻で送迎の活動は一␒多いとఛっている。少子対⟇だったり、女性

の活㌍だったり、子育てを支援することで、それが⏘ᴗの⯆にもつながっていくと考えている。この事ᴗをᣑ

することにより、支援が必要な方に支援が行き届くということが᭱の┠ᶆであり、事ᴗのᅾり方ではないかとᛮう。

そのために必要な㈈ᨻ的な支援だったり、ᗈ報活動の支援といった後方支援、ୗ支えというのがわれわれ┴の

役割だとᛮう。
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